
　

９
月
定
例
会
で
は
、
意
見
書

５
件
、
要
請
決
議
等
２
件
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
と

議
決
結
果
は
次
の
と
お
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
可
決
さ
れ
た
意
見
書

等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
趣
旨
の

実
現
へ
向
け
た
速
や
か
な
対
応

を
求
め
る
た
め
、
直
訴
要
請
及

び
、
関
係
省
庁
へ
送
付
し
て
お

り
ま
す
。

　

沖
縄
本
島
か
ら
4
0
0
キ
ロ

以
上
も
離
れ
た
石
垣
市
及
び
八

重
山
圏
域
に
お
い
て
、
離
島
格

差
是
正
は
大
き
な
課
題
で
あ
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
沖
縄

本
島
へ
移
動
す
る
交
通
手
段
は

航
空
路
線
の
み
で
あ
り
、
ま
た
、

L
C
C
も
な
か
な
か
定
着
せ
ず
、

航
空
運
賃
が
家
計
を
圧
迫
し
て

お
り
ま
す
。

　

と
く
に
、
石
垣
市
内
の
病
院

で
は
治
療
が
で
き
ず
、
沖
縄
本

島
へ
通
院
せ
ざ
る
を
得
な
い
難

病
患
者
や
そ
の
家
族
、
ま
た
文

化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
に

参
加
す
る
児
童
生
徒
な
ど
、
多

く
の
石
垣
市
民
及
び
、
八
重
山

郡
民
が
渡
航
費
や
宿
泊
費
の
負

担
で
多
額
の
出
費
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
近
年
で
は
、
観
光
客

増
加
の
影
響
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
、

ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
時
期
な
ど

に
は
、
宿
泊
費
が
高
騰
し
た
う

え
満
室
で
予
約
が
取
れ
な
い
状

況
も
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
民
及
び
郡
民
が

安
心
し
て
渡
航
滞
在
で
き
、
宿

泊
費
の
負
担
軽
減
を
図
る
べ
く
、

那
覇
市
内
ま
た
は
、
那
覇
空
港

周
辺
に
宿
泊
施
設
を
完
備
し
た

「
八
重
山
会
館
」
の
設
置
が
計
画

さ
れ
、
多
く
の
市
民
及
び
郡
民

が
八
重
山
会
館
の
設
置
を
熱
望

し
て
お
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
当
市
議
会
は
市
民

及
び
郡
民
の
宿
泊
費
の
負
担
軽

減
を
図
る
べ
く
、
那
覇
市
内
及

び
那
覇
空
港
周
辺
に
八
重
山
会

館
設
置
す
る
た
め
、
県
有
地
の

優
先
的
な
提
供
や
、
沖
縄
振
興

一
括
交
付
金
の
活
用
な
ど
、
沖

縄
県
の
支
援
と
協
力
を
強
く
要

請
い
た
し
ま
す
。

　

も
と
も
と
北
米
大
陸
に
生
息

す
る
と
い
わ
れ
て
い
た
害
虫

「
ツ
マ
ジ
ロ
ク
サ
ヨ
ト
ウ
」
が
、

こ
こ
石
垣
島
に
も
生
息
し
て
い

る
こ
と
が
、
令
和
元
年
8
月
28

日
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
畑
で
13
匹
、

8
月
30
日
に
緑
肥
用
ソ
ル
ガ
ム

畑
で
7
匹
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
ツ
マ
ジ
ロ
ク
サ
ヨ
ト
ウ
」
の

被
害
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
緑
肥

用
ソ
ル
ガ
ム
だ
け
で
な
く
、
全

て
の
稲
科
の
作
物
に
も
被
害
が

拡
大
す
る
こ
と
が
更
に
懸
念
さ

れ
ま
す
。

　

国
内
で
は
令
和
元
年
７
月
に

鹿
児
島
県
で
初
め
て
確
認
さ
れ

て
以
来
、
九
州
全
域
に
広
が

り
、
東
北
地
方
の
福
島
県
で
も

確
認
さ
れ
て
お
り
、
県
内
で
は

恩
納
村
の
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
畑
で
幼
虫
が
確
認
さ
れ
、
多

良
間
村
、
八
重
瀬
町
、
宮
古
島

市
で
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
沖
縄
の
サ
ト

ウ
キ
ビ
産
業
、
畜
産
業
、
稲
作

な
ど
の
基
幹
産
業
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
大
変
憂
慮

さ
れ
、
第
1
次
産
業
へ
の
被
害

拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
早
急
な

初
期
予
防
対
策
を
要
す
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
当
市
議
会
は
、
下

記
の
事
項
に
つ
い
て
早
急
に
取

り
組
ま
れ
る
よ
う
強
く
要
請
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　

記

1
、
石
垣
島
で
の
「
ツ
マ
ジ
ロ

ク
サ
ヨ
ト
ウ
」
の
発
生
情
報
、

防
除
方
法
等
を
広
く
広
報
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

2
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
そ

の
防
除
策
を
調
査
研
究
・
検
証

で
き
る
体
制
を
早
期
に
整
え
て

い
た
だ
き
た
い

　

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

は
、
教
育
の
機
会
均
等
と
そ
の

水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
制
度

と
し
て
完
全
に
定
着
し
て
お
り
、

現
行
教
育
制
度
の
重
要
な
根
幹

を
な
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
政
府
は
、

昭
和
60
年
度
以
降
、
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
の
見
直
し
を

行
い
、
こ
れ
ま
で
旅
費
、
教
材
費
、

恩
給
費
、
共
済
費
、
公
務
災
害

補
償
基
金
、
退
職
手
当
及
び
児

童
手
当
等
義
務
教
育
に
係
る
経


